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ＫＯＢＥ●本店●エルベ店●ベージエー店●ウイング店●さんちか店①イヴ･ サンローラン店
●西神プレンテイ店●ハーバーランド店

ＯＳＡＫＡ●三番街店●ミナミ店●近鉄店
ＴＯＫＹＯ●銀座店●自由ケ丘店●日比谷店

エルベ店
●

forＭ[おしゃれ上手。
ダﾝデｲB○K,大好評。

軍営･ 陸壷クニ衝▲

ぅ房隠●議織 ⑥⑧

本店べーうﾉ 辻一店

ｑ

三宮本通 リ

口伊溌銀行

ウイング店：神戸市中央区三宮町2 - 1 0 - 7三宮センター街Ｔ巳1 . 0 7 8 - 3 3 2 - 0 7 8 8
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thビンコi,チ ●期間／B月15日㈱～７月17日(日)●全ﾚｽﾄﾗﾝ°ﾊｰにて開催、
※ただし､｢レストランエメラルド｣･「レストランカメリア｣。rテラスレストラン｣･｢スターライトラウンジ｣は
各ﾌ ｪ ｱ により期間が異なりますのでご注意ください。

癖…９，'璽

" 鳴門会席”
先付芋茎胡麻和え
前菜紫陽花百合根､ 鰭鳴門巻､ 手長海老、

穴子小袖鰭､ 枝豆一塩､ 子持昆布､ 蝶々芋
吸物紙鍋､ 鎧､ 梅肉
向付鯛波作り､ 千枚蛸､ 火取鰹､ あしらい
焚出し茄子田楽､ 木の芽、焼物若鮎化粧焼
留椀､ 御飯( あさり御飯) ､ 香の物､ 水物

お-人様￥６，０００(秘ｻｰ…’
※都合により内容が変更になる場合がございます。
※｢ 別席あじさい｣ にてご用意させていただきます｡ ( 要予約）

で麺

蕊 ヤ

型ア "にしき定食”
先付
天婦羅海老､ 季節の魚､ 野菜、

かき場､ きざみ生野菜
留椀､椎'１飯､香の物、
デザート

鐙一人様￥２，５００

"あじさい御膳，,
小鉢胡麻豆腐､ 山葵
八寸瓢亭玉子､ 蒲鉾､ 海老､ 花丸、

貝柱､ 小鮎甘露煮､ 笹巻蛙､ 丸十
鰻ざく､ 針生美

煮物小芋､ 蛸､ 南瓜､ 楓越
造り鰹､ あしらい
吸物替りとろろ､ 御飯､ 香の物

蓋･人様￥２，５００慨畷-…

“瀬戸の幸，，
季節の魚野菜、にぎＩ)寿し鯛､まぐろ､いか､海老､穴子、
: ､ きざみ生野菜（8ケ）しまあじ､たこ遮玉子
; の物、穴子井高砂の穴子､ 錦糸玉子、

三つ葉､ 紅生美､ 椎茸

』,５００味噌椀､香の物
(税･ サービス料共） 可Ｅテ〃ー、＝〆込〆込藩かき場は天井､ 天茶でもご用意いたしますｂ（硯‘ｻ ｰ ﾋ ｽ 獄共Ｊ お･人様￥２，５００噸．…鋤茨ご予約をおすすめいたします。

1階和食堂｢山里」ﾗﾝﾁﾒﾆﾕｰご利用時間●１１:30W｣11ゼ:3UnI11ご予約･お問い合わせ●Ⅲ.(078)333-3527(直通）

感謝をこめ もてなしの心で5 周年

開業5 周年記念
ホテノレオークラ神戸
夏のディナー＆ｺ ンサート
会場/1階｢平安の間」開演/ 7 : 0 0 p．ｍ．

|液7"‘威中村泰士

28坊"．

蝋M 藤２恥
謡0 柵辱感

I…高雲製’
¥35,0001￥35,000

●料金には､ ディナー･ ドリンク( フリー
ドリンク制) ･ 税金･ サービス料を含
んでおります。

ご予約専用フリーダイヤル0 1 2 0 - 0 1 6 4 8 9
チケット･ セソン0 6 . 3 0 8 - 9 0 9 0
ﾁ”I-i識脇06-363-9999

や
索ﾌ ﾆ ﾉ i ‘/ 識一ダラ神ﾘ E デ

〒6 5 Ｏ神戸市中央区波止場町2 番1 号メリケンパーク内
TEL.(078)333-0111
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“静態建開業5周年記念ｸﾙﾒｽﾄﾘｰﾄwｉ
期間中､ ｸ ﾂ ﾚ ﾒ ｽ ﾄ ﾘ ｰ ﾄ ﾒ ﾆ ｭ ｰ をご注文いただくとピンゴカードにスタンプを捺印いたします。
2 カ所以上ご利用いただき､ ＦＲＥＥスペースを含めて3 つ揃ったらロビー階の羊ﾌ ﾄ ショップ
｢ プチ･ ポワン｣ へ｡ 素敵な賞品がその場で当たるチャンスカードを差し上げますｂ
※ピンゴカードは各レストラン･ バーにてご注文時に差し上げます。

、

堂濯I ”ｾ 〃緑”〃
識

“五人のシェフの晩餐会”
●期間／７月１日圏・２日出２日間

●ディナー／6 : 3 0 p n , ～●会場／3 4 階宴会場
前菜を和食料理長､ スープを中国料理長､ 魚料理をエメ
ラルド料理長､ 肉料理を総料理長､ そしてデザートを製菓
長がそれぞれ造る味のハーモニー､ 各レストランマネージ
ャーが心をこめてお迎えいたします。

和風の前菜鰹八寸”
燕の巣とフカヒレのスープ

明石鯛とオマール海老のローストダイコンの味わい
青りんごのシャーベットシードル風味
神戸牛ヒレ肉のパイ包み焼きトリフソース

季節のサラダ
マンゴとパッションフルーツのムーストロピカル風

小菓子
コーヒー

お一人様￥１６，０００(税･ｻｰビｽ料別）

Ｉ 陰

リ

写真上
●後列左より/ 蔽口恭巨( 製菓長）
中野博( ｢ ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ ｴ ﾒ ﾗ ﾙ ド｣ 料理長）
余凪国雄( ｢ 桃花林｣ 料理長）

●前列左より/ 森道彦( 取締役総料理長）
小坂忠雄( r 山里｣ 和食総料理長）

写真下
●左より/ 小野清和r レストランエメラルド」
井、光夫｢ 桃花林」
岸田高子｢ 山里」
近藤博樹( チーフソムリエ）

蒋別デｲﾅｰ鋼:騨弱諜騨鯨0,卿一議一人雛￥10,000
開業記念に贈る､ エメラルドからのおもてなし。
5 日間､ 特別価格にてご用意いたします。

税･ サービス料別）

磯期間中は瞳お－人樵3 ‘０００円〈税･ サービス料別) にて
ﾜ ｲ ﾝ 飲み放題もご用意いたしております｡ ( 要予約）

35階ｒレストランエメラルド」ご予約･お問い合わせ｡TEL.(078)333-3520(直通）

…継羅悠
癖これまでご好評いただいた特別ラ

ンチメニューの中からべｽ ﾄ 4 を選
び､ 週替わりでお届けいたします。

週替りランチメニュー
( メニューの一例）
五目入りふかのひれ､ 二種点心､ 揚げ豆腐と
五目野菜の煮込み､ 芝海老のチリソースかけ、
玉子妙飯､ レモン豆腐

お-人様￥２，５００(渡･ｻｰ…）
燕￥1 . 5 0 0 - ￥2 . 5 0 0 のメニューを週替りでご用意いたしております

“中国料理ランチバイキング”
期間中､ 土曜･ 日曜日のみ中国料理
ランチバイキングがお楽しみいただけます。

お一人様￥３，５００
お子様(3才～小学生）２，０００(税･ｻｰｽ料別）

3 階中国料理r 桃花林」
ランチメニューご利用時間・1 1 : 3 0 3 m ～2 言3 0 1 1 ｍ
ご予約･お問い合わせ、TEL.(078)333-3526(直通）
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藤井陽子のジュエリー･ ラヴァーズ･ オンリー V o L 2

伊

（ 大
人
の
お
し
ゃ
れ
を
甘
口
に
表
現
す
る
な
ら
．

回

世

# ' 電塞議
ツ
ク
の
遊
び
心
。

煽畷

藤井陽子profiIeﾀｶﾊｼパー ﾙ㈱企画室長｡自社希ﾝ師製品開発等を手がける｡会社の創業者が祖父に当たるという陣埋⑲中で育ち唾ジｭｴﾘｰを
見る目の確かさは､ 折り紙付き｡ もちろん､ 北野育ち･ 生粋の神戸っ子である。

＆

タカハシパール株式会社
本社/〒65O神戸市中央区山本通1丁目礎ＯＴＥL(078)Z21-0075.5656FAX(078)221-0141
ｼﾖｰﾙｰﾑﾉ託50神戸市中央区港島中町7-5-1パーﾙｼﾃｲ値16TEL(078)302-6型6FAX(078)302-7742

毒
害
望

鰯動
物
モ
チ
ー
フ
の
ブ
ロ
ー
チ
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
胸
元
の
演
出
。

真
珠
と
い
う
と
〃
真
円
の
も
の
“
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

定
着
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
も
こ
れ
は
養
殖
真
珠
の

発
達
に
よ
る
賜
物
。
天
然
真
珠
し
か
な
か
っ
た
昔
に

は
、
む
し
ろ
今
回
ご
紹
介
す
る
よ
う
な
、
こ
の
世
に

一
一
つ
と
同
じ
形
の
な
い
、
バ
ロ
ッ
ク
真
珠
の
方
が
一
般

的
だ
っ
た
の
重
免

最
近
、
そ
の
バ
ロ
ッ
ク
真
珠
が
注
目
を
集
め
て
い
ま

支
特
に
、
こ
う
し
た
動
物
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
ブ
ロ

ー
チ
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
な
ど
は
、
若
い
方
は
も
ち
ろ
ん
、

ミ
セ
ス
の
方
々
に
も
人
気
。
そ
の
お
茶
目
な
表
情
は
、

大
人
の
甘
口
の
ユ
ー
モ
ア
を
表
現
す
る
に
は
、
ま
さ

に
ぴ
っ
た
り
の
演
出
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
夏
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
襟

元
や
、
サ
マ
ー
ニ
ッ
ト
の
胸
元
に
。
ハ
イ
ネ
ッ
ク
の
襟
に

付
け
て
も
お
し
ゃ
れ
で
寛
ス
カ
ー
フ
止
め
と
し
て

も
活
躍
し
ま
す
よ
。
ま
た
、
こ
こ
に
ご
紹
介
の
ブ
ロ
ー

チ
は
や
す
く
て
チ
ェ
ー
ン
を
通
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
と
し
て
も
お
使
い
に
な
れ
ま
｛
％
そ

の
ほ
か
等
あ
な
た
の
遊
び
心
で
い
ろ
い
ろ
に
ア
レ
ン
ジ

し
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
？
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S e c o n d C o v e r 函街の風景( 5 1 ）

田崎真珠の店 (1994年） 絵／西村功
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／／

、

■ユリ= 号
◆７月５日（；

グ. リー
開館１

剣ユリサアリジプ神戸ｐ
◆７月５日（火）１８：００

グリーンアリーナ神戸
開館１周年記念大会

国際親善男子バレーボール
サントリーｖｓスペイン

‘獣１′評言一
種。

難き織懲豊華階

１周年を迎えたドーム型体育館ｒグリーンアリーナ神戸』

＝ｸ ﾘ ｰ ﾝ ｽ ，5 7 池神戸一
令６月２６日（日）１３：００
雨天翌日６月２７日（月）１８：００

全日本ｖｓキューバ
野球選手権大会

◆６月３０日（木）１８：００
雨天翌日７月１日（金）１８：００
日米大学野球選手権大会

神戸総合運動公園
●管理センターＴＥＬ,07 8 - 7 9 5 - 5 1 5 1
三宮から市営地下鉄で｢総合運動公圏駅｣まで約2 0分。
自動車で山麓バイパス経由約2 5 分。

、

ノ

／

桂米朝

柳家小さん

桂文枝

桂歌丸

桂春画治

第２１回東西落語名人選
８月２０日（土）１３：００１７：３０

２１日（日）１３：００
神戸文化ホール（中ホール）
■主な出演者(詳しくはお問合せ下さい）
桂米朝・桂文枝・桂春画治・露の五郎
柳家小さん・桂歌丸・柳家小三治他
１階席3 , 8 0 0 円２階席3 , 0 0 0 円
神戸文化ホール、さんちかほか市内主要プレイガイド、
チケットぴあ、チケットセゾンで６月１１日（予定）より発売。

、

■お問い合わせは

神戸文イヒホールａ( 0 7 8 ) 3 5 1 - 3 5 3 5
、 ノ
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第６回

関西信用金庫
神戸市中央区下山手麺２丁目1 2 罰〒6 5 0
P H O淵Ｅ(07 8 > 3 3 2 - 5 1 5 1㈹Fa x ( 0 7 8 ) 3 3 3昌98 7 4

カクテル“パリジャン, ,

k6W1SInstreeigalIery<63〉

このごろの女性は、お
しゃれが巧くなったのか
キレイな人が多い。
女の色香を描くために、

仕種をよく観ておく。素
早くスケッチをすること
もある。

“ときめきパﾝ ｸ かんしん”は
「共感・対話・信頼」を企業理
念として、地域の文化・芸術の
育成に努めております。
この“かんしんストリートギ

ャラリー, ’も芸術の香りをほの
かに漂わせたアートスポットと
して、本年は「女性・１２か月」
と題したシリーズで、様々に女
性を描いた作品を紹介してまい
ります。

稔

ｌ蝉蕊難韓瞬
蕊
蕊
需

女性。１２か月
6 回土井Ｉ

どいみのる
く一陽会会員〉

神戸市長田灰春件

生田新道に面したストリートギャラリー
_鍔_選篭擢曇雲
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永
田
耕
衣
記

ノ

ヶ酉

■

夢

水
ま
ん
じ
ゅ
う

円
あ
か
‐
り
（
竹
篭
入
り
）

３
ケ
入
１
０
０
０
円

５
ケ
入
１
７
０
０
円

８
ケ
入
２
４
５
０
円

少

沌
ケ
入
３
２
０
０
円

ク
ー
ル
宅
急
便
に
て

地
方
発
送
承
り
ま
す
。

雲霧要

明
石
銘
菓
司

△
小
７
１
＊
ん

明
石
Ｌ
市
，
本
町
一
丁
目
一
二
－
一
七

藤
ご
辿
屋
△
刀
＋
八

一
電
咋
誌
明
石
剛
三
六
三
五
番
言

分
大
さ
ん
で
可
愛
が
ら
れ
て
き
た
水
股
頭
達
が
、
所
し
い
銘
柄
の
シ
干
し
た

凸
少
『
わ
ｆ
年

秀
伶

装
い
で
冊
り
出
ま
し
た
。
そ
の
愛
称
は
〈
Ⅲ
あ
か
り
〉
で
す
。
江
戸
時
代
初
期

ｆ
４

”
ｇ
ｆ
ｆ
々
う

か
ら
●
疋
禄
八
年
の
．
六
九
五
年
ま
で
在
低
の
円
空
さ
ん
は
．
有
名
な
遊
行
送
像

畠
祁

‐
…

僧
で
し
た
。
現
代
．
〈
円
空
仏
〉
と
い
え
ば
知
ら
ぬ
人
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
生

Ａ
、

哩
坤
人
Ｌ
や
ｔ

岡
の
美
幌
ｌ
岐
単
を
根
じ
ろ
に
掛
古
尾
・
大
津
、
凋
束
か
ら
奥
羽
を
巡
錫
ｌ
途

曇
庵

憎
畑
睡
や
＃

中
や
大
峰
山
や
法
除
作
に
も
入
り
、
行
く
先
々
で
蛇
や
ノ
、
こ
で
の
得
瓶
早
技
の

価
ご

木
彫
仏
を
大
小
無
数
に
造
っ
て
、
そ
の
地
に
適
し
て
い
ま
す
。
殊
に
観
圭
口
・
阿

寸
畔
△

い
い

弥
陀
さ
ま
の
お
机
は
、
山
嘩
か
に
ニ
ッ
コ
リ
笑
っ
て
お
ら
れ
ま
す
し
、
怒
り
の
不

動
さ
ん
さ
え
辞
笑
い
で
す
。
コ
レ
は
仏
戟
で
の
〈
顔
施
》
な
の
で
す
。
拝
ん
で

創
八
吃
０

４
砧
ニ
リ
帥
与
『

も
拝
ま
な
く
て
も
慈
悲
の
笑
顔
で
、
微
の
人
た
ち
に
無
限
の
歓
喜
を
施
さ
れ
る

ｆ
』

４
Ａ

コ
ノ
和
や
か
な
魅
力
は
．
得
も
言
わ
れ
ま
せ
ん
。
一
」
う
し
た
門
空
仏
の
円
字
を

２
も

Ａ
中

自
邑

仰
と
読
み
、
そ
の
明
る
さ
を
浴
び
た
く
て
〈
円
あ
か
り
〉
の
銘
が
生
れ
ま
し
た
震

知
的
時

平
成
五
年
、
折
か
ら
の
新
緑
、
新
茶
の
瑞
々
し
い
命
振
り
を
記
念
し
て
の
発

祥
で
す
。
Ｉ
須
畷
の
住
人
・
俳
人
・
雌
御
殿
翁
九
十
三
歳
－
敗
白

円
あ
か
り
・
銘
談
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，ＩＩＬ
「
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
が
好
き
な
ん
で
す
。
自
分
の
生
き
て
い
る
様
と
歌
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
た
い
」
。
昭
和
六
十
年
、
カ

ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
ク
ラ
ス
で
、
麻
鳥
千
穂
さ
ん
（
元
宝
塚
歌
劇
団
）
に
師
事
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

「
た
だ
歌
が
好
き
で
、
歌
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
」
と
い
う
軽
い
気
持
ち
か
ら
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
だ
ん
だ
ん
の
め
り
込
む
よ
う
に

な
り
、
周
囲
に
フ
ァ
ン
も
で
き
、
自
分
を
生
か
せ
る
ひ
と
つ
の
チ
ャ
ン
ス
と
感
じ
始
め
た
。
平
成
二
年
初
の
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
を
開

き
、
三
年
、
神
戸
市
立
博
物
館
の
午
後
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
で
プ
ロ
デ
ピ
ュ
ー
。
松
本
幸
三
さ
ん
に
師
事
し
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
学
び
、
五
年

に
は
神
戸
声
楽
コ
ン
コ
ル
ソ
に
出
演
、
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
で
な
ど
歌
う
機
会
は
多
い
が
、
今
回
が
初
め
て
の
本
格
的

な
リ
サ
イ
タ
ル
。
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
は
す
ご
く
自
由
な
も
の
。
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
。
今
回
は
タ
ン
ゴ
や
オ
ペ
ラ

も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入
れ
た
。
演
技
や
ダ
ン
ス
も
要
求
さ
れ
る
。
「
今
持
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
色
々
な
も
の
に
挑
戦
し
、
自
分
の

可
能
性
を
探
り
た
い
ん
で
す
」
。

「
メ
ン
バ
ー
ズ
醍
醐
」
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
九
月
に
は
ミ
ニ
ホ
ー
ル
を
待
つ
サ
ロ
ン
を
新
た
に
開
く
。
自
身
に
と
っ
て
の
「
歌
う
城
」

で
も
あ
る
。
今
回
の
リ
サ
イ
タ
ル
開
催
と
共
に
「
本
格
的
に
歌
に
取
り
組
み
、
逃
げ
出
さ
な
い
と
い
う
証
な
ん
で
す
」
。
実
業
家
と
歌

手
、
そ
れ
ぞ
れ
か
た
ち
は
違
っ
て
も
、
熱
き
思
い
で
挑
み
続
け
る
向
己
表
出
で
あ
る
。

・
リ
サ
イ
タ
ル
の
お
知
ら
せ
〃
、
の
四
匡
三
匡
一
石
四
ｍ
ｍ
一
○
コ
“
島
田
実
恵
子
〈
あ
な
た
に
歌
う
〉
７
／
釦
（
水
）
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
で

挑
む

』

1４

野&.L，

－畠甲麗零:蕊

寵

０
｡

ｑ
凸
’
Ｆ
ｉ
ｌ
“
Ｒ
・
日
、
醗
脂
堀
振
り
肌
Ⅲ
ｈ
隈

、
蕊
：
藩
Ⅷ
繍
鯛
。
。
。
‐

恥
”
函
｛
●
ヂ
●
〆
●
鍛
諏
課
鋲
》
距
一

●
●
●
●
Ｉ
Ｄ
Ｉ
●
ｌ
●
０
０

カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

島
田
実
恵
子

〈
狸
葬
心
Ⅳ
宰
鋼
鋸
オ
ー
ナ
ー
〉

０１１
’０

１●
ＤＯ
ｂ
ｏＩｌ１

０

．Ｉ
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ま
り
遥
談
壬
一
カ
メ
ラ
森
田
篤
志

恋
は
ス
ピ
リ
ッ
ト

「
ポ
プ
リ
」
と
名
付
け
た
コ
ン
サ
ー
ト
が
５
回
目
と
な
る
。
・
年
間
の
活
動
の
集
大
成
と
位
置
付
け
る
。
ポ
プ
リ
と
は
フ
ラ
ン
ス
語

で
「
色
々
な
も
の
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
」
と
の
意
味
。
自
身
の
音
楽
目
標
が
こ
も
る
。
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
宝
塚
、
ジ

ャ
ズ
、
ロ
ッ
ク
、
ポ
ッ
プ
ス
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
取
り
組
む
音
楽
の
幅
が
実
に
広
い
。
今
回
は
パ
ー
ト
・
バ
カ
ラ
ッ
ク
の
特
集
を
。

「
バ
ヵ
ラ
ッ
ク
が
懐
か
し
い
世
代
の
方
々
に
た
く
さ
ん
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
。
も
っ
と
若
い
世
代
の
方
に
は
こ
ん
な
唄
も
あ
る
ん

だ
と
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
。
自
身
作
詞
の
初
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
恋
は
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
（
小
室
弥
須
彦
作
曲
）
の
発
表
も
。
ま
た
、
ガ

ン
と
闘
い
つ
づ
け
る
チ
ャ
ィ
ナ
ペ
イ
ン
タ
ー
御
手
洗
佑
美
さ
ん
の
文
章
を
も
と
に
作
ら
れ
た
「
人
は
地
球
の
旅
人
」
（
小
泉
美
喜
子
作

詞
、
原
公
一
郎
作
曲
）
も
歌
う
。
「
透
明
感
の
あ
る
美
し
い
曲
、
御
手
洗
さ
ん
の
も
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
気
持
ち
や
パ
ワ
ー
が
自
然

に
伝
わ
る
よ
う
に
歌
い
た
い
」
。

十
二
年
間
の
教
員
生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
、
歌
手
と
し
て
出
発
し
て
五
年
。
自
分
の
目
指
す
音
楽
に
向
け
、
歩
み
続
け
る
ま
り

さ
ん
。
小
学
校
、
中
学
校
、
そ
し
て
養
護
学
校
で
の
勤
務
が
長
か
っ
た
。
「
悩
み
苦
し
み
も
し
た
が
、
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
子
供

た
ち
と
接
し
て
い
て
、
音
楽
に
は
力
が
あ
る
と
信
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」
。
あ
た
た
か
い
、
心
に
花
み
入
る
と
の
評
が
多
い
ま
り
さ
ん

の
声
、
歌
。
子
供
た
ち
と
過
ご
し
た
日
々
、
時
間
が
き
っ
と
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

・
ま
り
遥
ポ
プ
リ
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
ｏ
ｌ
、
５
Ｂ
ａ
Ｃ
ｋ
ｔ
Ｏ
Ｂ
ａ
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ａ
Ｃ
ｈ
７
／
３
（
且
而
・
・
釦
開
演
ン
ｉ
ベ
ッ
ク
ホ
ー
ル
（
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
）
に
て
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よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
二
十
歳
位
の
時
か
ら
で
す
ね
」
と
語
る
渋
井
さ
ん
、
須
磨
薪
能
に
つ
い
て
は
「
能
の
原
点
に
戻
っ
た
も
の
、

４
K ＯＢＥＣＣＯ
'9４

燃
ゆ
る
も
の
が
あ
ふ
れ
出
る
、

能
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
面
白
く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
締
随
だ
と
か
装
束
が
素
敵
だ
と
か
、
写
真
や
絵
を
見
る
よ
う
に
感
じ
る
ま

ま
に
見
て
頂
け
れ
ば
、
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。
能
を
あ
ま
り
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
方
に
、
楽
し
さ
を
知
っ
て
頂
け
る
よ
う
な

鼓
や
笛
、
太
鼓
を
習
い
始
め
、
そ
の
後
、
片
山
九
郎
右
衛
門
氏
の
元
で
内
弟
子
修
行
を
八
年
積
ん
だ
。

も
の
を
今
後
も
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
。

察
と
し
て
燃
ゆ
る

月
三
十
日
に
須
磨
離
宮
公
園
の
噴
水
広
場
特
設
舞
台
に
お
い
て
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
源
氏
物
語
の
夕
顔
の
上
と
光
源
氏

は
じ
と
〃

と
の
清
楚
な
避
遁
を
語
る
”
半
蔀
〃
の
シ
テ
（
主
役
）
夕
顔
女
を
舞
う
渋
井
義
寿
さ
ん
。
小
学
校
一
一
年
の
時
か
ら
、
父
に
つ
い
て
小

能
楽
堂
で
は
な
く
、
自
然
の
中
で
風
情
豊
か
に
演
じ
ら
れ
る
”
須
磨
薪
能
〃
。
辺
り
が
う
っ
す
ら
と
暗
く
な
り
始
応
た
頃
、
火
入

れ
の
俵
が
行
わ
れ
、
燃
え
盛
る
炎
に
囲
ま
れ
て
幻
想
的
な
世
界
が
広
が
る
…
。
夏
の
風
物
詩
と
し
て
、
す
っ
か
り
定
着
、
今
年
は
八

一
‐
子
供
の
頃
は
、
能
の
事
も
分
か
ら
な
い
し
、
た
だ
後
継
ぎ
だ
と
い
う
こ
と
で
仕
方
な
く
稽
古
を
し
て
い
ま
し
た
。
能
を
楽
し
め
る

扇
を
手
に
カ
メ
ラ
の
前
に
立
つ
と
、
今
ま
で
の
表
情
が
が
ら
り
と
変
わ
る
。
標
と
し
た
空
気
を
感
じ
さ
せ
、
内
か
ら
炎
の
よ
う
に

カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

渋
井
義
寿
〈
縛
灘
篤
挿
違
諺
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一
一
曇
《

〆ぞ ﾄｦ、卿 鎌

恥
鴬
：

殿

'‘,両P〆i識Fミ

● ＝

、

へ
あ
り
が
た
や
あ
り
が
た
や
兵
庫

大
俳
あ
り
が
た
や
Ｉ
と
、
五
月
の
九
日

十
日
、
兵
庫
大
悌
ま
つ
り
の
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
が
、
北
逆
瀬
川
の
能
福
寺
（
雲
井

世
雄
住
職
）
の
大
沸
つ
あ
ん
の
境
内
に
、

神
戸
の
タ
ー
坊
の
唄
声
が
流
れ
る
と
、

ト
ル
コ
ブ
ル
ー
の
着
物
姿
で
鮮
や
か
に
、

あ
り
が
た
く
躍
っ
た
グ
ル
ー
プ
は
、
「
兵

庫
区
連
合
婦
人
会
（
菅
田
紫
萌
代
表
）
の

ミ
セ
ス
達
。

日
本
三
大
併
の
奈
良
大
悌
、
鎌
倉
大

怖
と
並
ん
で
称
さ
れ
た
兵
庫
の
大
沸
つ

あ
ん
が
復
元
開
眼
供
養
さ
れ
た
の
は
平

成
三
年
の
五
月
九
日
。
十
日
十
一
日
と

三
日
間
第
一
回
の
兵
庫
大
沸
ま
つ
り
が

開
か
れ
た
。
黒
石
紫
月
師
の
一
門
で
、

兵
庫
区
連
合
婦
人
会
の
菅
田
紫
萌
さ
ん

率
い
る
約
二
十
人
の
メ
ン
バ
ー
は
、
民

謡
と
新
舞
踊
で
参
加
。
毎
回
、
衣
裳
も

あ
で
や
か
な
舞
い
姿
は
、
兵
庫
大
怖
ま

つ
り
の
欠
か
せ
な
い
人
気
番
組
に
な
っ

た
。第

四
回
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
黒
石
師

の
ご
子
息
で
あ
る
花
柳
五
三
輔
師
が
、

長
唄
「
松
の
三
番
望
」
を
披
露
し
た
後

兵
庫
区
連
合
婦
人
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
。

三
十
分
た
っ
ぷ
り
と
踊
り
、
そ
の
後
、

今
回
初
め
て
の
へ
兵
庫
大
悌
あ
り
が
た

や
節
の
盆
踊
り
を
境
内
で
披
露
し
、
場

内
を
湧
せ
た
。
さ
す
手
引
く
手
も
鮮
や

か
に
、
美
男
に
お
わ
す
大
俳
つ
あ
ん
も

ニ
ッ
コ
リ
。
あ
り
が
た
や
あ
り
が
た
や
。

■
問
い
合
わ
せ
先

神
戸
市
須
磨
区
妙
法
寺
東
谷
八
三
九
－
＋
四

菅
田
紫
萌

念
（
○
七
八
）
七
四
一
二
一
一
一
七

一

光
商
事
有
限
会
社

‐
‐
ｌ
湘
覗
湘
銅
銅
湖
湘
胴

＆

さ
す
手
引
く
手
も

鮮
や
か
に

二
塁
ｈ
Ⅱ
コ
コ
ュ
１
－
う
Ｒ
い
展
ラ
バ
堂
叱
句
し
ご
、
．
ご
「
Ｊ
１
一
一
ｌ
う
垂
．
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大
和
三
喜
子
記

神
戸
の
邦
楽
界
で
長
唄
の
岡
安
喜
歌

好
緋
抑
え
ば
長
唄
の
名
手
。
如
年
前
、

大
和
楽
を
聴
い
て
、
高
音
の
生
き
た
ハ

ー
モ
ニ
ィ
の
あ
る
唄
と
三
味
線
の
魅
力

に
引
き
込
ま
れ
て
、
東
京
の
三
島
側
子

に
師
事
。
初
代
大
和
楽
の
家
元
と
な
っ

た
大
和
美
代
葵
（
三
島
）
の
門
下
に
入

り
神
戸
へ
大
和
楽
を
広
め
る
。

今
年
、
創
設
者
大
倉
喜
七
郎
男
爵
の

帥
周
年
に
当
り
、
東
京
で
は
二
代
目
家

元
の
大
和
久
満
が
、
坂
東
玉
三
郎
を
ゲ

ス
ト
に
国
立
劇
場
で
大
会
を
４
月
に
催

し
盛
会
で
あ
っ
た
。

理
事
長
の
大
和
三
千
世
率
い
る
神
戸

大
和
楽
蘭
の
会
は
、
神
戸
市
立
博
物
館

に
お
け
る
新
年
の
邦
楽
サ
ロ
ン
の
出
演

を
皮
切
り
に
、
こ
の
６
月
７
日
㈹
は
、

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
の
５
周
年
記
念

に
坂
東
八
十
肋
と
共
に
〃
大
和
楽
を
踊

る
夕
べ
“
の
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
に
挑
む
。

助
演
に
は
、
若
柳
吉
金
吾
師
の
「
あ

す
な
ろ
う
」
、
花
柳
芳
一
師
の
「
お
せ
ん
」

そ
し
て
ト
リ
に
八
十
助
丈
の
「
江
戸
風

流
」
を
、
東
京
か
ら
、
家
元
と
大
和
礼

子
、
郁
子
を
迎
え
て
開
催
す
る
。

日
本
の
伝
統
文
化
の
粋
聖
哲
と
銘
打
っ

た
こ
の
ホ
テ
ル
で
の
催
の
成
功
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

大
和
楽
は
“
美
し
い
心
で
美
し
い
調

べ
を
〃
の
合
言
葉
の
も
と
に
「
大
和
は

国
の
ま
ほ
ろ
ば
」
と
、
日
本
の
心
を
邦

楽
で
表
現
し
続
け
て
行
く
。

■
問
合
せ
先

大
和
楽
「
蘭
の
会
」
大
和
三
千
世

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
七
丁
目
一
’
十
五

壷
（
○
七
八
）
’
’
’
四
一
－
三
六
五
三

（
写
真
は
神
戸
市
立
博
物
館
邦
楽
サ
ロ
ン
で
）

創
設
六
十
周
年
を
迎
え
て

＝雲雷雲一＝弓 『
戸 一

一
一

ある集い■大和楽「雷の会」
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■

瓢
神
戸
ま
つ
り
は
、
５
月
過
日
の
前
夜
祭
を
神
戸

文
化
ホ
ー
ル
の
音
楽
祭
を
皮
切
り
に
、
５
月
哩
日
は

各
区
の
お
祭
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
向
を
こ
ら
し
て

催
さ
れ
、
晦
日
の
メ
イ
ン
パ
レ
ー
ド
を
迎
え
た
。

胆
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
。
「
ほ
ん
ま
に
神
戸
ま
つ

り
は
よ
う
降
る
な
あ
ノ
・
」
と
の
声
も
多
い
が
、
お
祭

り
パ
レ
ー
ド
に
出
場
す
る
人
々
は
、
雨
な
ん
か
こ
わ

く
な
い
と
、
朝
ｎ
時
か
ら
の
元
町
パ
レ
ー
ド
。
そ
し

て
メ
イ
ン
パ
レ
ー
ド
は
正
午
か
ら
雨
中
パ
レ
ー
ド
。

見
物
の
人
々
も
傘
を
さ
し
て
、
出
場
者
の
人
々
に

手
を
振
る
。
市
民
の
ま
つ
り
だ
か
ら
声
援
も
大
き
い

今
年
の
特
色
は
、
兵
庫
県
の
但
馬
理
想
の
都
の
祭

典
と
但
馬
空
港
開
港
の
ア
ピ
ー
ル
、
そ
し
て
、
川
崎

製
鉄
チ
ー
ム
を
迎
え
て
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー
ム
を
神
戸
に

と
、
〃
オ
ー
レ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
〃
の
声
援
団
の
パ
レ
ー
ド
、
ま

た
Ｊ
Ｃ
の
世
界
大
会
を
ｎ
月
に
開
く
た
め
の
ア
ピ
ー

ル
と
気
合
の
入
っ
た
進
行
が
楽
し
い
。

ヨト、｜、1､： 蕊皿
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い
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蝋

そ
し
て
、
世
界
の
お
祭
り
も
、
民
族
色
ゆ
た
か
に
ｃ

国
際
都
市
ら
し
く
〃
お
ま
つ
り
大
使
″
た
ち
も
可
愛

い
い
。
踊
る
阿
呆
に
兇
る
阿
呆
と
リ
ク
ッ
を
越
え
た

と
こ
ろ
に
お
祭
り
の
心
意
気
が
あ
る
。

今
年
の
サ
ン
バ
は
、
特
に
朝
日
会
館
ビ
ル
が
完
成

し
て
〃
ま
ち
か
ど
広
場
〃
と
な
っ
た
ス
テ
ー
ジ
が
、

盛
り
上
る
。
月
刊
神
戸
？
ナ
サ
ン
バ
チ
ー
ム
も
、
今

年
は
、
水
玉
模
様
の
ピ
ン
ク
に
ブ
ル
ー
の
フ
ロ
ー
ト

が
夢
々
し
い
・
編
集
長
の
小
泉
を
リ
ー
ダ
ー
に
、
コ
パ

カ
バ
ー
ナ
の
本
場
チ
ー
ム
、
大
阪
か
ら
の
カ
ィ
ピ
ー

チ
ー
ム
、
そ
し
て
名
古
屋
の
メ
ン
バ
ー
、
神
戸
ネ
ネ

ト
ロ
の
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
っ
て
総
勢
川
名
で
参
加
。

ち
び
っ
子
達
が
年
々
サ
ン
バ
の
ノ
リ
が
い
い
。

雨
の
ち
晴
れ
の
鯉
神
戸
ま
つ
り
は
緑
が
美
し
く
、

朝
か
ら
夕
暮
れ
ま
で
サ
ン
バ
を
踊
り
切
っ
た
。
Ｖ
Ｉ

Ｖ
Ａ
／
、
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］
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美の扉

<３〉

六
甲
の
新
緑
が
次
第
に
濃
さ
を
増
す
頃
「
そ
ろ
そ

ろ
」
つ
ゆ
の
季
節
が
や
っ
て
く
る
。
普
段
は
静
か
に

や
さ
し
く
流
れ
て
い
る
六
甲
山
の
流
れ
を
汲
む
住
吉

川
も
、
つ
ゆ
の
頃
は
激
し
い
雨
に
狂
っ
た
よ
う
に
濁

流
と
な
り
、
神
戸
港
へ
ま
つ
し
ぐ
ら
に
姿
を
消
し
て

い
く
、
い
つ
も
な
ら
宝
石
を
ち
り
ば
め
た
よ
う
な
夜

景
も
、
こ
ん
な
日
は
も
や
に
包
ま
れ
航
行
す
る
船
の

汽
笛
が
鳴
り
響
く
。

そ
ぼ
降
る
雨
の
季
節
。
壁
と
し
た
気
分
は
私
を
妙

に
さ
び
し
が
り
屋
に
仕
立
て
る
の
で
す
。

六
甲
を
背
に
南
に
神
戸
港
が
見
え
る
彼
の
地
に
住

ん
で
二
十
数
年
。
当
時
と
は
周
囲
の
環
境
も
随
分
変

わ
り
、
つ
ゆ
の
季
節
の
移
る
い
も
変
わ
っ
た
よ
う
に

思
え
る
。

当
時
、
我
が
家
の
庭
に
植
え
た
一
輪
の
「
額
あ
じ

さ
い
」
も
、
す
っ
か
り
大
き
く
な
り
、
花
容
を
整
え

青
き
色
を
か
か
げ
て
咲
き
乱
れ
、
こ
の
季
節
を
迎
え

て
く
れ
る
。

あ
る
時
は
、
洩
れ
る
薄
陽
の
中
に
付
ん
で
雨
へ
の

賛
歌
の
よ
う
な
「
あ
じ
さ
い
」
。
あ
る
年
は
、
怒
り
悲

し
み
涙
し
た
色
槌
せ
た
「
あ
じ
さ
い
」
・
そ
の
時
の

気
分
で
同
じ
花
が
こ
ん
な
に
変
わ
る
も
の
な
の
か
、

何
か
を
越
え
た
今
す
べ
て
は
想
い
川
と
し
て
消
え
て

い
く
。 難

ｱ>ﾇｰ鉱

声
を
あ
げ
て
も
よ
い
ほ
ど
に
嬉
々
と
し
た
草
木
の

緑
の
生
命
を
も
い
と
お
し
く
思
う
。
窓
辺
に
憩
い
の

時
得
て
鈍
く
も
鋭
く
も
煤
め
く
雨
滴
を
眺
め
て
い
る

と
、
自
然
の
貴
さ
を
学
び
、
子
供
の
頃
の
記
憶
が
よ

み
が
え
っ
て
く
る
。

私
の
記
憶
す
る
子
供
の
頃
、
日
本
家
屋
に
打
ち
つ

け
る
雨
音
と
一
緒
に
ま
る
で
銀
盤
の
上
を
小
躍
り
し

て
い
る
よ
う
な
薄
緑
の
雨
が
え
る
の
鳴
き
声
、
そ
っ

と
取
っ
た
「
か
た
つ
む
り
」
・
雨
滴
が
う
ず
ま
く
水

面
か
ら
顔
を
出
し
て
い
た
魚
達
。
傘
も
さ
さ
ず
に
は

し
ゃ
い
で
い
た
無
邪
気
で
陽
気
な
少
女
時
代
。
今
は

遠
い
昔
が
懐
か
し
い
。
足
早
に
歩
ん
だ
人
生
、
も
っ

と
ゆ
っ
く
り
と
歩
も
う
、
こ
ん
な
季
節
は
特
に
親
し

い
友
を
招
い
て
語
り
、
無
邪
気
に
過
し
た
い
。
そ
し

て
少
し
お
し
ゃ
れ
な
雰
囲
気
に
ひ
た
り
た
い
。
私
の

一
番
好
き
な
「
青
春
の
輝
き
」
に
も
似
た
明
る
い
緑

色
で
し
つ
ら
い
を
し
よ
う
。

涼
し
げ
に
し
つ
ら
っ
た
部
屋
で
独
り
に
こ
や
か
に

友
を
待
っ
た
。

（
株
式
会
社
ア
ン
ヌ
ー
ヴ
ォ
代
表
取
締
役
社
長
）

雨
へ
の
賛
歌
榎
本
靖
子

撮
影
／
米
田
英
男
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